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c 筆者切. . . --~""'! 
ならない。
c 筆者と違って、私は楽しくもないのに笑えない。
c 楽しいことをしていると、自然に笑える。
など、筆者の考えに対して読者としての反応を返していた。
第二教材「時計の時間と心の時間」でも、「筆者が挙げている tこIt 
例は自分に当てはまるかな。自分編を書きましょう。」と右のよ
うに③感情例④時刻例⑤刺激例⑥テンポ例を共感〇反対Xとしてワークシートに暑き、事例に
対する自分の考えをもった。その後、ペア、全体と共有していった。このように、教材文や事
例を身近な経験などの自分のこ
とと結び付けて考えられるよう
にすることで、意欲的に学習に臨
めるように単元を設定していた。
自分の考えを具体的に述べる
ことができる視点を与えること
で自分の意見を表現する力をつ
けていこうとする実践であった。
4 まとめ
先日、経済協力開発機構(OECD)の国際的な学習到達度調査(PISA)の結果が公表された。前回
調査から大きく順位を落としたと言われている「読解力」。経年変化をみてみると
1. 目的に応じで「青報を探して読むカ
2. 複数の情報を比較して文章を評価するカ
3. 読んだことを元に自分の考えの根拠を示して説明するカ
これらについては、以前からの変わらぬ課題である。
「読むこと」の言語活動は、読んで終わりではない。読んだうえで発信することが大事、つ
まりいかに質の高い言語活動を設定するかということが大事なのである。
6つの事例が現場の先生方の授業改善の一助となれば幸いである。
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